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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　三脚架本体、支管、支管座、中軸、回転盤、昇降棒及びフックを備え、支管は支管座と
結合し、三脚架本体に連結され、昇降棒は三脚架本体の中心部を垂直に貫通し、昇降用ナ
ットは三脚架本体の上部に嵌め込まれて成るカメラ用三脚架であって、
　カメラ用三脚架には、支管座によって三脚架本体間と連結される支管に、足を開く角度
を調節する開閉機構、及び支管の間を連結して締め付ける旋転及び内拡張式締め付け機構
が設けられ、
　足を開く角度を調節する開閉機構は、三脚架本体（１３）、つめ車（４４）、つめ車軸
（４３）、位置制限スリーブ（４５）、位置制限スプリング（４６）、ハンドル（１６）
、振れ動きが可能なアーム（４０）、ハンドル軸（４１）及び支管座（１４）を備え、
　つめ車（４４）は、つめ車軸（４３）の外に嵌め込まれ、
　つめ車軸は、一端に位置制限スリーブ（４５）を設けられ、
　つめ車軸（４３）は、三脚架本体（１３）の側辺アームを水平に貫通して振れ動きが可
能なアーム（４０）に平行し、
　振れ動きが可能なアーム（４０）は、ハンドル軸（４１）の一端に位置付けられ、かつ
ハンドル（１６）に連結され、
　ハンドル軸（４１）は、他端に位置制限スリーブ（４２）を有し、
　支管座（１４）は、上部につめ車と噛み合わせる歯車を有し、
　支管（１８）としての足を開く場合、ハンドル（１６）を操作することによって振れ動
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きが可能なアーム（４０）につめ車（４４）を持ち上げさせ、足 を一定の角度まで開き
、続いて位置制限スプリング（４６）の作用によってつめ車（４４）を復元させて支管座
１４の歯車の上に係止させ、
　足を閉じる場合、支管座（１４）の歯車をつめ車（４４）に沿って回し、
　旋転及び内拡張式締め付け機構は、隣り合う二つの支管のうちの比較的小さい支管に連
結して固定された錐形ボルト（３６）が、錐形ナット（３１）を貫通し、
　ブッシング（２５）は、錐形ボルト（３６）と錐形ナット（３１）との間に配置され、
比較的大きい支管の内壁に密着し、
　錐形ボルト（３６）は、錐面を有し、その頂部に固定ピンを有し、
　錐形ナット（３１）は、錐面を有し、外周頂部に突出状固定部とプラスチックリングを
有するため、錐形ナット（３１）と錐形ボルト（３６）とを組み合わせ、旋転させること
によってブッシング（２５）を外向きに拡張かつ圧迫し、支管を締め付けたり緩めたりす
ることが可能であることを特徴とするカメラ用三脚架。
【請求項２】
　支管間に連結される旋転及び内拡張式締め付け機構の支管（１８）は、支管座（１４）
と固定ユニット（１５）によって三脚架本体（１３）の上に連結され、
　支管（１８）、（１９）、（２０）は、管内に錐面を有する錐形ナット（３１）、（２
８）、（３３）を別々に有し、
　支管（１９）、（２０）、（２１）は、ヘッド部に錐面を有する錐形ボルト（３６）、
（１７）、（３５）を有し、支管の接続部においての錐面を有する錐形ボルトと支管の内
においての錐面を有する錐形ナットとは互いに対応し、旋転して結合することが可能であ
ることを特徴とする請求項１に記載のカメラ用三脚架。
【請求項３】
　三脚架の中軸は、頂部に目盛り（０３）付き調節回転盤（０２）を有し、
　調節回転盤は、固定リング（０４）によって回転盤座（０９）に固定され、
　三脚架の中軸の昇降棒（１２Ｂ）は、下端部に上下移動可能な開き式フック（５５）を
有することを特徴とする請求項１に記載のカメラ用三脚架。
【請求項４】
　フック（５５）のまっすぐな部分は環状ユニット（５２）とプラスチックスリーブ（５
１）及び昇降棒用栓（５４）を垂直に貫通し、かつ環状ユニット（５２）にぶら下がり、
　プラスチックスリーブ（５１）は、環状ユニット（５２）の上に固定され、
　昇降棒用栓（５４）は、環状ユニット（５２）に緊密に詰められ、かつ昇降棒（１２Ｂ
）の上に固定され、フック（５５）の湾曲部分を下向きにし、棒内を上下に移動可能であ
ることを特徴とする請求項１又は請求項３に記載のカメラ用三脚架。
【請求項５】
　中軸は、二つまたはそれ以上のユニットから構成される伸縮式構造であることを特徴と
する請求項１又は請求項３に記載のカメラ用三脚架。
【請求項６】
　支管は、内側の断面が円形または三辺以上の多辺形を呈することを特徴とする請求項１
に記載のカメラ用三脚架。
【請求項７】
　金属支管と中軸とは、炭素繊維布で表面を包むことで炭素繊維布によって強化された金
属管に形成されることを特徴とする請求項１又は請求項６に記載のカメラ用三脚架。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮影器材技術分野のうちの撮影及び撮像用のカメラ用三脚架に関し、特に小
型かつ軽量であり迅速に使用可能な屋外用のカメラ用三脚架に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　カメラを使用するのにはカメラ用三脚架を用いることが一般的である。カメラ用三脚架
は三本の足から構成され、その足は若干の伸縮可能な支管から構成される。カメラ用三脚
架を使用する場合、足を適切な角度まで開くことで特に長レンズのカメラを取り付けられ
て倒れてしまうことを防止し、かつ足の支管を調節することで高さ設定する。従来のカメ
ラ用三脚架は、スライドユニットまたはねじなどによって足を開く角度を固定することが
一般的である。しかし、従来のカメラ三脚のこのような締め付け方法は操作に不便なだけ
でなく、その性能を信頼することができない。また足のそれぞれの支管の伸縮、固定及び
旋転を行う場合、位置制限機構がないため、滑りやすいだけでなく足の径方向上の旋転が
制限できないことはカメラ用三脚架の使用に不利な点となっている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の主な目的は足を開く角度を迅速に調節及び制御可能な開閉機構と、足の旋転及
び内拡張式締め付け機構と、伸縮構造の中軸とを採用するカメラ用三脚架を提供すること
である。本発明はつめ車で三脚架の足を開く角度を制限し、錐形ボルトとナットで結合を
行い、足の径方向上の旋転を制限することにより操作の便利性及び性能の安全性と信頼性
を有する効果を達成するカメラ用三脚架を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上述の目的を達成するために、本発明によるカメラ用三脚架は三脚架本体、支管、支管
座、接続部、回転盤、中軸、昇降棒及びフックを備える。支管は支管座との結合によって
三脚架本体に連結される。中軸の昇降棒は中心部に垂直に三脚架本体を貫通し、昇降用ナ
ットは本体の上部に嵌め込まれ、回転盤は三脚架の中軸のヘッド部の位置に装着される。
その特徴は、支管座によって三脚架本体間と連結される支管に足を開く角度を調節する開
閉機構を配置すること、及び連結される支管間に支管の旋転及び内拡張式締め付け機構を
配置することである。足を開く角度を調節する開閉機構は、つめ車、つめ車軸、位置制限
スリーブ、位置制限スプリング、ハンドル、振れ動きが可能なアーム、ハンドル軸及び支
管座を備える。つめ車はつめ車軸の上に嵌め込まれ、つめ車軸は本体の側辺アームを水平
に貫通して振れ動きが可能なアームに平行し、振れ動きが可能なアームはハンドルに連結
され、支管座は上につめ車と噛み合わせる歯車を有する。
【０００５】
　支管の旋転及び内拡張式締め付け機構は支管座、固定リング、保護用プラスチックスリ
ーブ、支管、ボルト、ナット及びスリーブナットを備える。支管は支管座によって三脚架
本体の上に連結され、支管は管内に錐形ナットを有し、ボルトは支管の接続部に固定され
、支管の接続部の錐形ボルトと支管の中の錐形ナットとは互いに対応し、旋転して結合す
ることが可能である。
【０００６】
　三脚架の中軸は二つまたはそれ以上の伸縮式構造を採用し、かつ本体の中心を貫通する
。
　本発明による三脚架の中軸は頚部に目盛り付回転盤を有し、中軸の下端部に上下に移動
して開くことが可能なフックを有する。
　本発明による三脚架の金属支管と中軸管は炭素繊維布で表面を包むことにより炭素繊維
布によって強化された金属管に形成される。
【０００７】
　本発明の具体的な作動原理は次の通りである。
（１）三脚架の足を開こうとする場合、まずハンドルを引き、ハンドルによって振れ動き
が可能なアームにつめ車を持ち上げさせ、足を一定の角度まで開き、続いてスプリングの
作用によってつめ車を復元させて支管座の歯車の上に係止する。このとき足は動かず安定
することになる。三脚架をしまう場合、支管座の上の歯車をつめ車に沿って回せば足を簡
単にしまうことが可能である。
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（２）支管の接続部は支管の中の錐形ナットに対応する錐形ボルトを有するため、伸縮式
によって連結される支管間において支管の旋転を制御することが可能であり、かつ任意の
支管のスリーブナットを締め付けたり、緩めたりしても支管が勝手に旋転することはない
。
【０００８】
　　（発明の効果）
　本発明の長所は次の通りである。従来のカメラ用三脚架と比べて、本発明は足を開く角
度を迅速に調節及び制御可能な開閉機構により三脚架の足を開く角度を制御し、錐形ボル
トと錐形ナットにより連結及び締め付けを行って足の径方向上の旋転を制限し、支管の旋
転及び内拡張式締め付け機構によりナットと締め付けるような構造に相当する締め付け力
を与え、伸縮構造の中軸により三脚架全体の伸張比例を増大させるため、重量を低減させ
ることが可能である。また本発明は操作が簡単で重量が軽く、締め付け力が大きく、性能
の安全性が信頼できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明の一実施形態によるカメラ用三脚架を図に基づいて説明する。本実施形態による
カメラ用三脚架のヘッド部は、図１から図１２に示すように、開閉装置の中で連結される
。支管１８は支管座１４との結合によって三脚架本体１３に連結される。中軸は昇降棒１
２Ａ、１２Ｂから構成され、中軸の昇降棒１２Ｂは三脚架本体１３を貫通する。本体１３
は上部が昇降棒のナット５７に嵌め込まれる。調節回転盤０２は三脚架のヘッド部の位置
に装着される。昇降棒１２Ｂは下端部にフック５５を有する。
【００１０】
　本実施形態による三脚架の足を開く角度を調節する開閉機構を図６と図７に示す。つめ
車４４はつめ車軸４３の外に嵌合され、つめ車軸は一端に位置制限スリーブ４５を有し、
つめ車軸４３は本体１３の側辺アームを水平に貫通して振れ動きが可能なアーム４０に平
行に位置する。振れ動きが可能なアーム４０はハンドル軸４１の一端に取付けられ、かつ
ハンドル１６に連結される。ハンドル軸４１は他端に位置制限スリープ４２を有する。支
管座１４は上につめ車と噛み合わせる歯車を有する。三脚架を開こうとする場合、まずハ
ンドル１６を引き、ハンドルによって振れ動きが可能なアーム４０につめ車４４を持ち上
げさせ、足を一定の角度まで開き、続いてスプリング４６の作用によってつめ車４４を復
元させて支管座１４の歯車の上に係止する。このとき足は動かず安定することになる。
【００１１】
　本実施形態のカメラ用三脚架を一般的によく使用する角度に操作する場合、足を開く角
度を迅速に調節および制御可能な開閉機構は手によって足を外向きに引っ張り、支管座１
４の上の歯車の第一歯部は、つめ車４４に位置を制限される。さらに角度をより大きく開
く必要がある場合、まずハンドル１６を引き、振れ動きが可能なアーム４０とつめ車の上
に装着されて斜度を有する突出部とによってねじれ力を生成し、つめ車４４にスプリング
の力を克服させ、上向きに解放をさせる。このとき手で足を引っ張り、角度を一つ上に大
きくし、続いてハンドルを引いた手を緩めれば、つめ車はスプリングの力によって復元し
て第二歯部に係止される。これにより大角度を小角度まで縮小するか完全にしまう必要が
ある場合、つめ車は単方向で位置を制限し、かつ自動復元を行うため、直接足を内部に引
き戻せばよい。
【００１２】
　本実施形態のカメラ用三脚架の足は、図９に示すように、四つの支管から構成され、そ
のうちの支管１８は支管座１４と固定ユニット１５によって本体１３に連結され、支管１
８は上に保護用プラスチックスリーブ２４を有する。支管１８、１９、２０は管内に錐形
ナット３１、２８、３３を別々に有する。支管の接続部の上に固定されるボルト３６、１
７、３５は底部に錐面を別々に有する。支管の接続部の錐形ボルトと支管の内の錐形ナッ
トとは互いに対応し、旋転して結合することが可能である。支管を連結する場合、まず支
管１８の頚部を支管座１４の中に嵌め込み、続いて支管の接続部の上のボルト３６、１７
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、３５及びブッシング２５、３２、３４によって順に支管１９、２０、２１を支管１８の
中に嵌め込む。足の最も内部の支管２１は固定リング２９とブッシング３４によって支管
２０の中に嵌め込まれ、支管２０は続いて支管１９、１８の中に順に嵌め込まれる。支管
１８、１９、２０の末端はスリーブナット２３、２６Ｂ、２９Ｂによって別々に連結され
、締め付けられる。ナット２３、２６Ｂ、２９Ｂはブラスチックスリーブ２４、２７、３
０によって覆われる。また足が着地する際の安定性を保つために支管２１は末端に足カバ
ー３７を有する。支管の接続部と支管内の錐形ボトルとナットとは互いに対応し、旋転す
るため、伸縮式によって連結される支管１８、１９、２０、２１において支管の旋転を制
御することが可能であり、かつ任意の支管のスリーブナットを締め付けたり、緩めたりし
ても支管が勝手に旋転することはない。
【００１３】
　支管１９が支管１８に対して時計回りに旋転する際、支管１９の上にしっかり固定され
るボルト３６が同期して旋転する状態を図９及び図１０に示す。ナット３１は、ブラスチ
ックリング３８と支管１８の摩擦力によって支管１８に対して動くことなく、支管１９に
対して回転する。ナット３１とボルト３６はねじ山の作用によって向かい合いながら運動
し、両者の円錐面によってブッシング２５を外向きに拡張かつ圧迫し、支管１９の内壁に
密着させ、締め付けを行う。また締め付けられた二つの支管を逆時計回りに旋転させる際
、ボルト３６はナット３１に対し逆時計回りに旋転し、両者は互いに背きながら運動し、
錐面によってブッシング２５を圧迫する状態を解除し、ブッシングを元状態に復元させる
ため、緩い状態の二つの支管を開くことが可能である。また数多くの支管の接合部が緩い
状態である場合、最大管と最小管とを向かい合わせながら持続的に時計回りに旋転させ、
それぞれの接続部のうちの一つに先に前述の締め付け動作を完了させ、そして全部の締め
付け動作が完了するまで最大管と最小管とを持続的に旋転させる。
【００１４】
　本実施形態のカメラ用三脚架の中軸は、図３と図４に示すように、頂部に目盛り０３付
き調節回転盤０２を有する。接続部に用いるねじ０５は回転盤座０９の中に装着され、蓋
板１１によって被覆され、かつねじ０５はカメラに連結することが可能である。調節回転
盤は固定リング０４によって回転盤座０９の上に固定され、かつ調節回転盤０２は上にワ
ッシャ０１を有し、調節回転盤０２は側辺にハンドル０７を有し、ハンドルは固定用ねじ
０８と締め付け用ブロック０６によって回転盤の上に固定され、かつハンドルは調節回転
盤の旋転角度を制御可能である。中軸の中の昇降棒１２Ｂは頂部に回転盤座０９に連接さ
れる栓１０を有する。昇降棒は中に誘導ユニット４８を有し、かつ昇降棒は誘導ユニット
に沿って昇降運動することにより足の高さを調節する。締め付け用ナット４７は足を締め
付けるため本体１３の上に嵌め込まれる。また昇降棒のナット５７、内昇降棒の締め付け
用スリーブ５６と外昇降棒の締め付け用スリーブ５０、締め付け用ナット４９は内、外昇
降棒を別々に締め付けることが可能である。
【００１５】
　本実施形態のカメラ用三脚架の昇降棒１２Ｂは、図８に示すように、下端にフック５５
を有する。ブラスチックスリーブ５１は環状ユニット５２の上に固定され、栓５４は環状
ユニット５２に緊密に詰め、かつビスによって昇降棒１２Ｂの上に固定される。フック５
５のまっすぐな部分は環状ユニット５２とプラスチックスリーブ５１を垂直に貫通し、そ
の端部にナットを有し、フックの湾曲部分は昇降棒の外部に露出する。環状ユニット５２
は底部に“０”形リング５３を有する。フック５５はプラスチックスリーブによって緊密
に詰められるため、棒内を上下に移動することが可能である。三脚架を使用しない場合、
フックを上向きにして昇降棒の中に詰め込む。三脚架を使用する場合、フックを取り出し
、フックの上にカメラカバーなどを掛けて重量を増加させることにより三脚架の重心を低
く安定させ、安全を図る。
【００１６】
　本実施形態のカメラ用三脚架の金属支管５８は、炭素繊維布５９で表面を包むことによ
り炭素繊維布によって強化された金属管に形成されるため、支管の強度を増加させること



(6) JP 4741004 B2 2011.8.3

10

20

30

が可能なだけでなく、寒い日に手で支管を操作する際、皮膚が金属支管に粘着するような
現象を防止することが可能である。同様に、炭素繊維布で中軸を包むことも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態によるカメラ用三脚架の外観図である。
【図２】本発明の一実施形態によるカメラ用三脚架の構造を示す断面図である。
【図３】本発明の一実施形態によるカメラ用三脚架の調節回転盤の分解図である。
【図４】本発明の一実施形態によるカメラ用三脚架の調節回転盤の構造を示す模式図であ
る。
【図５】本発明の一実施形態によるカメラ用三脚架のフックの構造図である。
【図６】本発明の一実施形態によるカメラ用三脚架の足の開閉制御機構の分解図である。
【図７】本発明の一実施形態によるカメラ用三脚架の足の開閉制御機構の構造図である。
【図８】本発明の一実施形態によるカメラ用三脚架の昇降棒の分解図である。
【図９】本発明の一実施形態によるカメラ用三脚架の足の分解図である。
【図１０】本発明の一実施形態によるカメラ用三脚架の足の内拡張式締め付け機構の構造
図（図２の中のＩおよびＩＩの拡大図）である。
【図１１】本発明の一実施形態によるカメラ用三脚架の炭素布から被覆された支管（円形
管）の断面図である。
【図１１Ａ】本発明の一実施形態によるカメラ用三脚架の炭素布から被覆された支管（八
角形管）の断面図である。
【図１１Ｂ】本発明の一実施形態によるカメラ用三脚架の炭素布から被覆された支管（内
側が八角形を呈し外側が円形を呈する）の断面図である。
【図１２】本発明の一実施形態によるカメラ用三脚架の足の収縮及び締め付け機構の断面
図である。
【符号の説明】
【００１８】
０１：ワッシャ、０２：調節回転盤、０４：固定リング、０６：ブロック、０７：ハンド
ル、０９：回転盤座、１０：栓、１１、蓋板、１２Ａ：昇降棒、１２Ｂ：昇降棒、１３：
三脚架本体、１４：支管座、１５：固定ユニット、１６：ハンドル、１８、１９、２０、
２１：支管、２３：スリーブナット、２４：保護用プラスチックスリーブ、２５：ブッシ
ング、２９、固定リング、３１：ナット、３１：錐形ナット、３４：ブッシング、３６：
ボルト、３７：足カバー、３８：ブラスチックリング、４０：アーム、４１：ハンドル軸
、４２：位置制限スリープ、４３：車軸、４４：車、４５：位置制限スリーブ、４６：ス
プリング、４７：用ナット、４８：誘導ユニット、４９：用ナット、５０：用スリーブ、
５１：ブラスチックスリーブ、５２：環状ユニット、５３：形リング、５４：栓、５５：
フック、５７：ナット、５８：金属支管、５９：炭素繊維布、
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